
【家庭と連携し、子供が自ら取り組む家庭学習〈学校編〉】実践例第５章

義務教育９年間のスタートからゴールまでを見据えた「主体的に学び続ける力
を育てる」家庭学習を促進する取組

～和水町立菊水小学校・菊水中学校～

「家庭学習指導計画」を全ての児童生徒に配付し、学校と家庭が協力しながら家庭学習の充

実を図っている。

「時間目標」と「主

な学習内容」について

は、発達段階に合わせ、

各学年で検討し設定し

ています。また、「前

学年にプラス」を設定

することで、より充実

した内容になるように

しています。

「家庭での関わり

方」「先生の関わり

方」を明示することで、

保護者への家庭学習に

対する関心と意識の高

揚を図りながら、家庭

と学校が協力して取り

組んでいくという姿勢

を大事にして取り組ん

でいます。

９年間の系統立てた

取組により、見通しを

もって、主体的に学び

続ける力の育成につな

がっています。



【家庭と連携し、子供が自ら取り組む家庭学習〈学校編〉】実践例第５章

家庭学習のめあてを設定した「家庭学習のてびき」による学習環境の整備およ
び自主的、計画的な学習を目指す取組

～山鹿市立三岳小学校～

「がんばれ！三岳っ子 家庭学習の手引き」を活用し、学習に向かう態度を養うとともに、
発達段階に応じた学習の仕方や留意点を子供・学校・家庭が共通理解し、自主的、計画的な学
習を目指して、学校総体として取り組んでいる。

「家庭学習のてびき」では、発達段階

に応じためあてを明らかにし、自主的で

計画的な学習習慣の育成を目指します。

また、学習時間も発達段階を考慮し設

定します。「学習を始める前に」や「学

習が終わったら」等の項目では、学習環

境を整えることについても示しています。

字を丁寧に書くこと、見直すことなど

についても、全員で共通実践ができるよ

うにしています。

手引きを活用することで、学習内容の

確認や学校が目指す学習態度等について

家庭と共通理解ができ、連携した家庭学

習の取組になっています。



【家庭と連携し、子供が自ら取り組む家庭学習〈学校編〉】実践例第５章

家庭と連携し、児童の家庭学習の充実と習慣化を図る取組
～津奈木町立津奈木小学校～

学年ごとに「家庭学習の手引き」を、低学年・中学年・高学年ごとに「家庭学習（自学ノー

ト）６つの約束」を作成し活用している。

「家庭学習の手引き」を作成し、活用することで、家庭と連携しながら児童の家庭学習の充

実と習慣化を図っています。

自主学習に取り組む時のきまりを「家庭学習６つの約束」と称し、低・中・高学年ごとに校

内で統一し、実践することで、児童の主体的な学びにつなげられるようにしています。

「家庭学習の手引き」及び「自主学習の効果と自主学習ノートの良い例」を表裏でラミネー

トして全校児童に配付し、いつでも活用できるようにし、自分で計画を立てて学習できるよう

にしています。



【家庭と連携し、子供が自ら取り組む家庭学習〈学校編〉】実践例
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第５章

家庭と学校が連携して、様々な角度から家庭学習へのアプローチを図ることに
よる、計画的な学習の習慣化に向けた取組

～人吉市立第二中学校～

学校総体として、帰りの会で授業と家庭学習との接続、計画表の作成と教育相談、家庭での
チェックと学校でのチェックに継続して取り組み、家庭学習の習慣化を図っている。

授業の最後に、教科担当者は必ず「自学おすすめボード」を書いて生徒に提示しています。
毎日の帰りの会では、その日の「自学おすすめ」を見ながら家庭学習の計画を立てる時間を確
保しています。
定期テスト３週前には、学習計画表作成の時間を設定し、毎日記録して、保護者にも確認を
お願いしています。また、担任を中心に状況をチェックし、適宜指導・助言を行い、家庭学習
の習慣化と充実を図っています。さらに、学習委員会がクラスごとの学習時間を集計し提示す
ることで「見える化」を図り、学習へ向かう気運づくりに取り組んでいます。

学校通信でお知らせとお願い

実際の学習計画表自学おすすめボード


